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今年2月14日の『港ふれあい寄席』に出演される桂塩鯛さんは、ざこば師匠の一番弟

子。桂米朝一門に入ったきっかけや、共演する瀧川鯉昇さんのことなどを伺いました。

――落語落語落語落語とのとのとのとの出出出出会会会会いをいをいをいを教教教教えてくださいえてくださいえてくださいえてください。。。。

始めたきっかけと言ったら高校3年生の時、友達に『京都市民寄席』に連れて行かれた

ことですね。伝統ある落語会で、桂米朝師匠、笑福亭松鶴師匠、桂文枝師匠、桂春団

治師匠の「上方落語の四天王」が出演する人気の落語会でした。

こんな面白いもんがあったんやなぁと思いましたね。それで大学3年の時、米朝一門に

入りたくてお願いしたんですが、すでに内弟子さんがいっぱい。3年待てと言うので、枝

雀師匠のとこに行きましたが、そこも2年待ち。そこで、ざこば師匠に弟子入りさせてもら

いました。

――修行時代修行時代修行時代修行時代はいかがでしたかはいかがでしたかはいかがでしたかはいかがでしたか。。。。

師匠というても当時はまだ30歳と若く、初弟子ということもあって「一緒にがんばりまし

ょ」みたいな感じでしたが、「とにかく面白いことを探して歩きなさい」と言われました。噺

の枕も、見てきたことをしゃべればオリジナルになりますし。

――2年前年前年前年前、、、、桂桂桂桂塩塩塩塩鯛鯛鯛鯛をををを襲名襲名襲名襲名されましたされましたされましたされました。。。。

その5年ぐらい前やったと思うんですけど、一門が集まった席で米朝師匠が「名前を変え

たらどないや」と仰ってくださったんですね。塩鯛という名があることは知ってました。 

ざこば師匠が前名の朝丸だった頃、六代目笑福亭松鶴師匠に塩鯛の名を薦められてる

んですよ。ただその時には、米朝師匠は一番弟子の米紫さんに継がさなあかんと仰っ

て。ところがその後、米紫さんが亡くなり、師匠はざこばを継いでいたので、塩鯛という

名が浮いていたのを釣った、みたいな。とはいえこれは、おかしな噺はできへんなと思

いました。

 

■プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

1955年京都府生まれ。 

立命館大学在学中の1977年に桂

朝丸（現在の2代目桂ざこば）に入

門、一門の筆頭弟子。1983年ABC

漫才・落語新人コンクール最優秀

新人賞、1999年文化庁芸術祭賞優

秀賞、2003年大阪舞台芸術奨励賞

受賞。 

KBS京都ラジオ「桂塩鯛のサーク

ルタウン」放送中。



――2月月月月14日日日日のののの『『『『港港港港ふれあいふれあいふれあいふれあい寄席寄席寄席寄席』』』』ではではではでは、、、、瀧川鯉昇瀧川鯉昇瀧川鯉昇瀧川鯉昇さんとさんとさんとさんと競演競演競演競演されますねされますねされますねされますね。。。。

鯉昇さんは、つかみ所のない飄々（ひょうひょう）とした芸風で、私はストレートにものを

言うタイプ。対照的で、聞けば違いがすぐわかるでしょう。 

鯉昇さんとはどちらも魚の名前が入った『東西お魚ふたり会』をやっていますが、学生時

代から共通の友人がいるうえ、二人とも名字まで同じ。不思議なご縁で、気持ちようやら

せていただいてます。

――港港港港区区区区のののの思思思思いいいい出出出出はははは？？？？

以前『朝のホットライン』という番組でリポーターをやっていたので、TBSのある赤坂には

毎週通っておりました。赤坂のホテルに一週間居たこともありますが、東京のど真ん中

で、人が多くて、すごいとこやなぁと。その印象が強いですね。

――今後今後今後今後のののの抱負抱負抱負抱負をををを教教教教えてくださいえてくださいえてくださいえてください。。。。

もう57歳になりましたが、まだまだ沢山、やりたい噺がございます。100話は手がけたい

ので、残りあと30ぐらいですか。コツコツ積み重ねていこうと思っております。ぜひ、聞き

にきていただきたいですね。

「塩鯛」は、元は初代桂文團治のあだ名でした。 
門下には「鯛蔵」「鯛團治」「鯛助」「小鯛」など「鯛」の字が付く弟子が多数いたそうです。 
塩鯛さんのお弟子さんも「鯛蔵」「小鯛」「鯛介」などのお名前です。なんともおめでたいですね。
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